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平成 27 年 9 月 16 日１通のメールが私のもとに届いた。

◇東京マラソン 2016 抽選結果のご報告◇「厳正なる抽選を

行いました結果，「当選」となりました。」2年ぶり 2度目の

当選である。

今回，マラソン（42.195km）の一般募集に申し込んだ人

数は 308,810 人（抽選倍率約 11.3 倍）だった。一般募集の

当選人数は，マラソンが 27,370 人となっている。このほか

約 9,000 人，総勢 36,647 人。もちろん日本最大のマラソン

イベントである。

申込の仕組みは，一般枠として 1回の抽選。会員になる

と 3回の抽選が受けられる。その他 10万円以上の寄付をし

た方も参加資格が得られる。

健康維持のため始めたマラソンもすでに 6年たち，ちょっ

と中だるみしてきたところであるが，多くのランナーから選

ばれたのだから，前回より良い結果を出すことを目標に頑

張ってみようと考えた。

平成 28年 2月初旬，東京マラソンの案内が送られてきた。

かなり分厚い郵送物である。中身は，ゼッケン引換証，マラ

ソン当日の流れ，パンフレット，協賛会社の広告等々。否が

応でも，気分は盛り上がる。2月 25 日～ 27 日に引換証と

身分証明書を持ってビッグサイトへ，本人確認を済ましゼッ

ケンを受け取る。会場では，協賛会社の宣伝，販売会，抽選

会などのイベントも行われ，お祭り気分である。

平成 28 年２月 28 日，天気は晴れ，気温 10℃，微風。2

月末にしてはとても温かい。午前 7時より新宿都庁周辺は

通行止め。参加者は指定のゲートよりゼッケンを見せつつ，

手荷物審査と金属探知機検査を受けて会場入り。ボストンマ

ラソンでの爆発事件以来の厳重警戒態勢である。まるで飛行

場にでも乗るようなチェック。手荷物は支給されたビニール

袋に入る大きさまで，折り畳み傘やペットボトルの持ち込み

禁止などの制限がある。会場内（都庁前のスタート地点と新

宿中央公園周辺）に設置されたトイレの数は 100 基以上，1

基におよそ 50人は並ぶのはレースの風物詩でもある。持ち

込んだ荷物は，50 数台のトラックのうち自分のゼッケン番

号が記された指定のトラックに預け，ゴール地点まで運ばれ

るシステムである。ＡからKのブロックのうちDブロック

にゲートイン。速い人から並ばないとスタート後ランナーが

入り乱れ事故の原因となるため，自己申告ではあるがブロッ

ク分けされている。

記録は，号砲よりゴールした時点でのタイムが正式記録だ

が，プロはともかく市民ランナーは最後尾からスタートして

もネット記録として自分がスタート線を踏んでからゴール線

までを記録として考えているようだ。9時 10 分。号砲が聞

こえたが，しばらく動く気配がない。少しずつだが周りが歩

きだし，徐々に走りに変わってきた。約 4分後ゲートをく

ぐると関が切れたように皆，全速で駆け出す。とても速い。

スタート時は気力・体力が充分なので，周りにつられ実力以

上の速さで走りがちであるが最後までは持たない。わかって

いるが走ってしまう。新宿からお台場まで沿道の応援には圧

倒された。とにかく人だらけ，すごい。ランナー情報もよく

できており，専用アプリを開くと全ランナーがどこを走って

いるか誰でも追跡できるのである。気が抜けない。前回と違

うのは，ランナー仲間が多数応援に来てくれている点。心強

くもありプレッシャーもある。沿道を見ながら知った顔を見

ると寄って行って手をふり声援を受ける。実に気持ちいいも

のである。ゴール後，手元の時計を見ると 43.10㎞走ってい

る。コースの道幅が広いせいなのか，声援にこたえるため寄

り道をしたせいなのか？

3時間 44 分を切る目標達成には 6分足らなかったが，充

足感が漂ってきた。次回に向けて，記録更新を目標に走り続

けてみよう。
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東京マラソンを走って


